
今月の掲載記事
新しい体制で農業委員会が始動
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素
早
い
操
作
、よ
り
確
実
に

1 分団 10 部

3分団 1部

2分団 3部

下脇幸一　部長

佐尾 廉　部長

永田亮平　部長

みんなで力を合わせて優勝する
ことができました。本当にうれ
しいです。先輩や家族の協力に
感謝しています。

OB の指導、家族や地域の支え
のおかげで優勝できました。感
謝の気持ちで胸がいっぱいで
す。

8 年ぶりに優勝できて、うれし
く思います。ここで得た仲間と
の連携を防災活動に生かしてい
きたいです。

優 勝 部 の 部 長 に 話 を 聞 き ま し た

■小型ポンプの部

■ポンプ車の部

■小型ポンプ積載車の部

※右の地区名は管轄地域

小型ポンプの部
優　勝 1 分団 10 部 大明司、山内
準優勝 3 分団 10 部 上浦
3　位 2 分団 2 部 栗下

ポンプ車の部
優　勝 3 分団 1 部 京町、上向江
準優勝 2 分団 7 部 中島
3　位 1 分団 2 部 飯野麓

小型ポンプ積載車の部
優　勝 2 分団 3 部 西長江浦上、西長江浦下
準優勝 1 分団 8 部 田代、出水
3　位 3 分団 7 部 下島内
4　位 3 分団 2 部 水流、東・中内竪、南・北昌明寺

5　位 3 分団 8 部 西川北
6　位 2 分団 8 部 東長江浦上、東長江浦下

■えびの市消防操法大会結果

■西諸消防操法大会結果
小型ポンプの部

優　勝 小林市消防団第 3 分団第 10 部
準優勝 えびの市消防団第 1 分団第 10 部

ポンプ車の部
優　勝 えびの市消防団第 3 分団第 1 部
準優勝 小林市消防団第 10 分団第 6 部
3　位 高原町消防団第 3 部

小型ポンプ積載車の部
優　勝 小林市消防団第 7 分団第 5 部
準優勝 えびの市消防団第 2 分団第 3 部

平
成
26
年
度
え
び
の
市
消
防
団
消
防
操
法
大
会

　

7
月
13
日
、
池
島
地
区
の
水
辺
の

楽
校
で
え
び
の
市
消
防
団
消
防
操
法

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に

は
、
各
地
区
の
消
防
団
32
チ
ー
ム
が

参
加
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
、
ポ
ン
プ

車
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

に
分
か
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
大
会
は
、
消

防
操
法
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

競
技
は
、
水
利
か
ら
3
本
の
ホ
ー

ス
を
結
合
し
て
放
水
し
、
火
点
が
倒

れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

審
査
で
は
、
敬
礼
や
号
令
な
ど
の
規

律
、
的
確
機
敏
な
機
械
器
具
操
作
な

ど
も
総
合
的
に
採
点
さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
の
消
防
団
員
は
、
仕
事
が

終
わ
っ
た
後
や
早
朝
な
ど
に
集
ま

り
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
訓
練
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
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田中 義正 谷口 克美 有馬 正治 山之内 秀樹 園田 義保 尾山 實文
①大明司
②公選
③坂元・前田・大明
司・山内

前園 竜児
①下島内
②公選
③湯田・西郷・東川
北

常森 信
①榎田
②公選
③松原・加久藤麓・
榎田・牧の原

新出水 孝造
①出水
②議推
③ 西 上 江・ 田 代・
出水

山口 長德
①中島
②公選
③ 前 松 原・ 中 島・
栗下・尾八重野

宮田 吉人
①杉水流
②公選
③五日市・飯野麓・
苧畑・高野

田方 説夫
①東内竪
②土推
③水流・東内竪・中
内竪・西内竪・溝ノ
口

川口 三雄上畠 勝
①白鳥
②公選
③中上江・白鳥

宮原 美實
①西川北
②公選
③南昌明寺・北昌明
寺・下島内・西川北

栗下 章二
①西長江浦下
②公選
③西長江浦下・西長
江浦上・東長江浦下・
東長江浦上

①東原田
②公選
③東原田・中原田・
上原田・南原田

①上島内
②農推
③北岡松・南岡松・
京町・中浦・上島内

①東川北
②公選
③灰塚・永山・大溝
原

①上向江
②公選
③亀沢・柳水流・上
向江・下浦・上浦

①末永
②議推
③池島・今西・末永

①上大河平
②公選
③市内全域

杉元 義男
①湯田
②共推
③町・上上江・駅前

竹下 助範
①下大河平
②公選
③堀浦・上大河平・
下大河平・杉水流

新
し
い
体
制
で
農
業
委
員
会
が
始
動

農業委員紹介（ 敬称略）

　

え
び
の
市
の
新
し
い
農
業
委
員
会

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
18
人
の
委

員
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
13
人
、
市

議
会
や
土
地
改
良
区
な
ど
が
推
薦
し

た
委
員
5
人
で
す
。
任
期
は
平
成
26

年
7
月
27
日
か
ら
平
成
29
年
7
月
26

日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

　

7
月
28
日
に
行
わ
れ
た
農
業
委
員

会
初
総
会
で
、会
長
に
田
中
義
正
氏
、

会
長
代
理
に
谷
口
克
美
氏
を
選
出
し

ま
し
た
。

■
農
業
委
員
の
役
割

【
農
地
行
政
の
適
正
な
執
行
】

　

農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
の
た

め
、
農
地
の
売
買
、
賃
借
な
ど
の
権

利
移
動
や
農
地
転
用
等
に
つ
い
て
、

農
業
者
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
公

正
に
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
と
解
消
等
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

※
写
真
左
上
か
ら
議
席
番
号
順

①
出
身
地
区

②
選
出

※
公
選
＝
選
挙
、
議
推
＝
市
議
会
推

薦
、
農
推
＝
農
業
協
同
組
合
推
薦
、

共
推
＝
農
業
共
済
組
合
推
薦
、
土
推

＝
土
地
改
良
区
推
薦

③
担
当
地
区

災
害
時
の
迅
速
な
対
応
が
可
能
に

西
諸
行
政
事
務
組
合
災
害
支
援
拠
点
施
設
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

　

7
月
22
日
、
小
林
中
央
署
敷
地

内
に
、
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合

災
害
支
援
拠
点
施
設
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、老
朽
化
へ
の
対
応
と
、

多
様
化
す
る
消
防
本
部
と
中
央
署

の
業
務
を
分
け
る
た
め
に
、
新
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
災
害

支
援
拠
点
施
設
は
、
大
規
模
な
災

消防本部（災害対策本部）

西諸行政事務組合災害支援拠点施設外観

害
が
西
諸
地
域
で
発
生
し
た
場

合
、
被
災
地
へ
の
救
助
活
動
な
ど

を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
内
陸
部

か
ら
の
支
援
体
制
が
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
沿

岸
部
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
こ
の
施
設
か
ら
の
支
援

も
可
能
と
な
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
へ
の
活
用
を

　

西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
災
害

支
援
拠
点
施
設
は
、
防
災
・
減
災

に
関
係
す
る
講
習
会
や
訓
練
な
ど

に
も
利
用
で
き
ま
す
。
※
防
災
・

減
災
に
関
係
す
る
こ
と
以
外
で
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

野
間
和
則
消
防
長
は
「
こ
の
施

設
を
防
災
・
減
災
に
関
係
す
る
講

習
会
や
訓
練
な
ど
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
利
用
方
法
】
事
前
に
消
防
本
部

に
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
利
用
料
金
】
無
料

問
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
総
務
課

☎
23
‐
５
３
８
０

●施設の概要
【延べ床面積】1061.51㎡　
【構造】RC3階建 一部鉄骨造　
【総事業費】272,065,473円
【 1階】研修室（救護室）、備蓄倉庫、非常

資機材庫など
【2階】消防本部（災害対策本部）、会議室、

資料室など
【3階】広域訓練施設、避難者用WCなど
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市
内
で
の
新
築
等
を
支
援

え
び
の
市
住
宅
取
得
定
住
促
進
支
援
金
交
付
事
業

　

市
で
は
、
定
住
を
促
進
す
る
こ

と
で
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
自
己
の
居
住
を
目
的
に

住
宅
を
初
め
て
新
築
ま
た
は
新
規

購
入
す
る
場
合
に
そ
の
経
費
の
一

部
を
2
回
に
分
け
て
交
付
す
る

「
住
宅
取
得
定
住
促
進
支
援
金
交

付
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
金
額
、
交
付
要
件
、
交
付

対
象
者
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

【
申
請
方
法
】

　

対
象
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら

1
年
以
内
に
必
要
書
類
等
を
そ
ろ

え
、
初
回
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

交
付
申
請
書
の
様
式
等
は
、
市

財
産
管
理
課
窓
口
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.ebino.lg.jp/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他
、
交
付
方
法
・
交
付
申

請
の
時
期
お
よ
び
添
付
書
類
等
の

詳
細
は
、
市
財
産
管
理
課
住
宅
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
財
産
管
理
課
住
宅
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
３
・
３
４
４
）

●住宅取得支援金額
支援金額 限度額 交付要件

住宅取得費の 10％
50 万円 市内業者を利用した場合
30 万円 市外業者を利用した場合

※ 住宅取得費に土地代は含まれません。

●加算額
支援金の種類 支援金額 限度額 交付要件

移住加算金 30万円 1世帯
30万円

平成26年4月1日以降
に移住してきた者

住宅取得者子
育て加算金 1人×10万円 20万円 中学生以下の被扶養

者1人につき加算

●交付対象者
①平成26年4月1日以降に住宅を新築または購入し、引き続
き5年以上本市に居住する意志がある者

②市内に他の住宅を有しない者

③2人以上の家族で世帯を構成する者

④居住地の自治会に加入した者

⑤市税等の滞納がない者

⑥火災、事故または公共工事に係る保険金または補償金等
による住宅取得者ではないこと

畜舎周辺には消石灰の散布を

　

え
び
の
市
で
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
が
発
生
し

て
4
年
が
経
ち
ま
す
。
防
疫
体
制

は
万
全
で
す
か
。

　

平
成
26
年
7
月
、
韓
国
で
は
、

3
年
3
か
月
ぶ
り
に
口
蹄
疫
が
発

生
し
ま
し
た
。
近
隣
諸
国
で
は
、

未
だ
口
蹄
疫
が
猛
威
を
ふ
る
い
、

国
内
で
も
、
口
蹄
疫
が
い
つ
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

す
。

　

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
、
え
び
の

市
で
口
蹄
疫
を
二
度
と
発
生
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
飼
養
家
畜
の
健

康
状
態
等
の
観
察
と
飼
養
管
理
基

準
の
徹
底
な
ど
、
口
蹄
疫
等
の
伝

染
病
の
侵
入
防
止
に
万
全
を
期
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
畜
産
農
家
以
外
の
皆
さ
ん
へ
】

　

不
用
意
に
農
場
へ
立
ち
入
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む

を
得
ず
農
場
を
訪
問
す
る
場
合

は
、
農
場
主
の
許
可
の
も
と
、
消

毒
の
徹
底
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
２
２
２
）

防
疫
体
制
は
万
全
で
す
か

韓
国
で
口
蹄
疫
が
発
生

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
幼
児
期
の

学
校
教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
育

て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

（
以
下
「
新
制
度
」）
が
始
ま
り
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
急
速
な
少
子
化
の
進

行
、
家
庭
や
地
域
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
対
応
し
、
子
ど
も
や

保
護
者
に
必
要
な
支
援
を
行
い
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
充
実

平
成
27
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
始
ま
り
ま
す

■新制度の主なポイント

■新制度で何が変わるの？

①質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供
保護者が働いている、働いていないに関わらず、柔軟に子どもを受け入れられる「認定こども園（注 1）」の普及を進めます。

（注 1）認定こども園は、幼稚園での幼児教育と保育所での保育の機能を併せ持つ施設です。
②地域の子ども・子育て支援の充実
地域における子育てに関するさまざまな希望に応えることができるよう、一時預かり保育、延長保育、放課後児童クラブ
の充実を図るなど、子育てに対する多様な支援を実施します。

【入所方法】
これまでの制度と手続きの時期や流れが大幅に変わるわけではありません。新制度では、幼稚園・保育所・認定こども園
などへ入所を希望する場合、子ども一人ひとりについて、子どもの年齢や保護者の就労状況に応じて市から客観的基準に
基づき、3 つの区分による保育の必要性の認定を受けます。
認定を受けた場合は、認定証が交付され、認定に合わせて希望に合った施設を選べます。
○ 3 つの区分

区分 対象 施設
1 号認定 保育を必要としない（教育を希望する）満 3 歳以上の子 幼稚園、認定こども園
2 号認定 保育が必要な満 3 歳以上の子 保育所、認定こども園
3 号認定 保育が必要な満 3 歳未満の子 保育所、認定こども園

【利用料金】
新制度に基づく、幼稚園、保育所、認定こども園などの利用料金は、保護者の所得に応じた負担を基本とし、国が定める
基準を上限として、市が定めることになります。
※施設の判断で、教材費などの実費・上乗せ料金が設定される場合があります。

新
制
度
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
国
が
定
め
る
基
本
指

針
に
基
づ
き
、
地
域
の
保
育
需
要

等
を
踏
ま
え
た
「
え
び
の
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を

平
成
26
年
度
に
策
定
し
ま
す
。
平

成
25
年
9
月
に
公
募
委
員
2
人
を

含
む
18
人
か
ら
な
る
「
え
び
の
市

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置

し
、
策
定
に
向
け
た
審
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
２
６
７
）
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7
月
19
日
、
京
町
川
内
川
河
川

敷
で
「
え
び
の
市
京
町
温
泉
夏
祭

り
花
火
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

京
町
温
泉
花
火
大
会
実
行
委
員
会

の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

花
火
大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
約

７
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
露
店
が
並

び
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
火
打
ち
上
げ
で
は
、
観
客
が

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。
約
５
０
０
０

発
の
花
火
が
え
び
の
の
夜
空
を
彩

り
ま
し
た
。

　

7
月
27
日
、
田
の
神
さ
あ
巡
り

と
田
の
神
さ
あ
像
手
作
り
体
験
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ツ
ア
ー

に
は
、
市
内
外
か
ら
18
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
え
び
の
ガ
イ
ド
ク

ラ
ブ
の
案
内
の
も
と
、
末
永
の
田

の
神
な
ど
6
か
所
を
回
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
会
場
を
市
文
化
セ

ン
タ
ー
に
移
し
、
陶
芸
家
の
助
言

を
も
ら
い
な
が
ら
、
粘
土
で
田
の

神
さ
あ
像
を
作
り
ま
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
、「
初
め
て
見

る
田
の
神
さ
あ
も
あ
り
、
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
11
日
、
飯
野
地
区
大
明
司

の
国
道
で
、
夏
の
交
通
安
全
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
交
通
安

全
協
会
、
防
犯
協
会
、
え
び
の
自

衛
隊
な
ど
7
団
体
、
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
や
飲
み
物
な
ど

を
配
り
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

宮
崎
県
で
の
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
普
及
率
は
、
全
国
ワ
ー

ス
ト
3
位
で
す
。こ
の
運
動
で
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及
も
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

7
月
28
日
、
西
川
北
菅
原
神
社
で
、

牛
越
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
に
は
、

市
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
が
来
場
。
牛

が
丸
太
を
跳
び
越
え
る
た
び
に
、
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

牛
越
祭
は
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
牛
が
丸
太
を
跳
び
越
え

　

7
月
15
日
、
上
浦
の
澤
原
八
坂
神
社

で
「
棒
踊
り
・
鎌
踊
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

上
浦
地
区
で
は
、
毎
年
こ
の
日
に
、

稲
の
豊
作
や
家
畜
の
無
病
息
災
な
ど
を

願
っ
て
、
こ
の
「
棒
踊
り
・
鎌
踊
り
」
を

踊
り
ま
す
。
鎌
踊
り
に
は
、
岡
元
小
学

えびの市京町温泉夏祭り花火大会

夜空に上がる五千発の花火

田の神さあ巡りと田の神さあ像手作り体験

田の神さあを堪能

夏の交通安全キャンペーン

交通安全を呼びかける

牛の跳躍で拍手喝采

無病息災を願って

西川北菅原神社で牛越祭

上浦地区伝統芸能「棒踊り・鎌踊り」

る
こ
と
で
、
家
畜
の
無
病
息
災
と
豊
作

を
祈
り
ま
す
。
今
年
は
、
西
川
北
地
区

の
約
20
頭
が
丸
太
越
え
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

牛
越
祭
保
存
会
の
上
田
隆
道
会
長
は

「
４
０
０
年
以
上
続
く
伝
統
を
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

校
の
児
童
16
人
が
、
棒
踊
り
に
は
、
同

地
区
青
年
部
の
18
人
が
踊
り
手
と
し
て

参
加
。息
の
合
っ
た
力
強
い
踊
り
を
披

露
し
て
い
ま
し
た
。

　

川
原
大
空
く
ん
（
岡
元
小
6
年
）
は
、

「
緊
張
し
た
け
ど
、
う
ま
く
踊
れ
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
31
日
、
大
河
平
地
区
の
民

家
で
「
風
と
あ
そ
ぼ
う
！
さ
と
山

体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト（
株
）

が
、
市
な
ど
と
共
催
で
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

体
験
に
は
、
市
内
外
の
小
学
生

ら
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
小
雨
の
降
る
中
、
カ
ッ
パ

に
身
を
包
み
、
里
山
を
散
策
。
途

中
、
草
ス
キ
ー
や
果
物
の
収
穫
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
、
初
め
て
見
る

花
や
木
の
説
明
を
興
味
津
々
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

風とあそぼう！さと山体験

里山の魅力を満喫
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夢
の
鈴
鹿
8
時
間
耐
久
レ
ー
ス
出
場

　
「
鈴
鹿
8
時
間
耐
久
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
、
夢
の
舞

台
で
し
た
。
完
走
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と

話
す
の
は
、
鈴
鹿
8
時
間
耐
久
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
第
37

回
大
会
（
鈴
鹿
8
耐
）
に
オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー
サ
ー
と

し
て
出
場
し
た
、
中
迫
申
吏
さ
ん
（
駅
前
）
で
す
。

　

鈴
鹿
8
耐
は
、
三
重
県
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
毎

年
7
月
に
開
催
さ
れ
る
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
耐
久
レ
ー

ス
で
す
。
1
台
の
オ
ー
ト
バ
イ
を
使
い
、
8
時
間
の

走
行
距
離
を
チ
ー
ム
で
競
い
ま
す
。

　

中
迫
さ
ん
は
、
三
重
県
の
浜
口
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー

ム
に
所
属
し
、
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー
サ
ー
募
集
の
記
事
で
し
た
。

「
オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー
サ
ー
と
し
て
起
用
し
て
も
ら
い
、

鈴
鹿
8
耐
へ
の
出
場
と
い
う
夢
が
叶
い
ま
し
た
」

　

今
年
の
大
会
は
、
悪
天
候
で
多
く
の
参
加
チ
ー
ム

が
転
倒
事
故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

「
私
も
転
倒
し
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
チ
ー
ム
全

員
で
乗
り
越
え
、
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

大
会
を
終
え
、
中
迫
さ
ん
は
、「
転
倒
後
の
走
行
で

は
、
チ
ー
ム
の
中
で
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
出
せ
ま
し
た
。

転
倒
が
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
上
位
に
行
け
た
と
思
い

ま
す
」
と
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー
ス
と
の
出
会
い

　

昨
年
1
月
に
え
び
の
市
に
移
住
し
て
き
た
中
迫
さ

トップレーサーを目指して

ん
。出
身
は
、
鹿
児
島
県
曽
於
市
で
す
。高
校
卒
業
後
、

大
阪
に
あ
る
自
動
車
整
備
関
係
の
専
門
学
校
に
進
学

し
ま
す
。
そ
こ
で
中
迫
さ
ん
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー

ス
と
初
め
て
出
会
い
ま
す
。「
学
校
の
近
く
に
ミ
ニ

バ
イ
ク
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
初
め

て
レ
ー
ス
を
体
験
し
ま
し
た
。レ
ー
ス
の
楽
し
さ
と

難
し
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。も
っ
と
大
き
い
レ
ー

ス
に
出
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
、
オ
ー
ト

バ
イ
レ
ー
サ
ー
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
」

　

専
門
学
校
卒
業
後
、
自
動
車
整
備
士
と
し
て
働
き

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
ー
ス
に
出
場
し
て
き
ま
し

た
。「
職
場
で
は
、
レ
ー
ス
に
か
け
る
時
間
が
多
か
っ

た
た
め
、
レ
ー
ス
を
辞
め
る
か
、
仕
事
を
辞
め
る
か

の
選
択
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
夢
を
諦
め
き
れ
ず
、
私

は
、
レ
ー
ス
を
続
け
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
」

　

オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー
ス
に
出
場
し
て
は
、
働
く
日
々
。

そ
ん
な
中
、
上
江
に
あ
る
自
動
車
整
備
会
社
の
社
員

募
集
を
目
に
し
、
就
職
し
ま
し
た
。「
社
長
も
バ
イ
ク

好
き
で
、『
仕
事
は
気
に
す
る
な
。行
っ
て
こ
い
』
と

後
押
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。鈴
鹿
8
耐
に
出
場
で

き
た
の
も
社
長
の
お
か
げ
で
す
」

新
た
な
夢
に
向
か
っ
て

　
「
最
初
は
、
鈴
鹿
8
耐
に
出
場
す
る
の
が
夢
で
し

た
。
出
場
し
て
み
た
ら
、
も
っ
と
鈴
鹿
8
耐
で
上
位

を
目
指
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
今
度
は
、
母
校
の
専

門
学
校
で
つ
く
る
チ
ー
ム
の
オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー
サ
ー

と
し
て
鈴
鹿
8
耐
に
出
場
し
た
い
で
す
」

　

母
校
で
の
オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー
サ
ー
と
し
て
の
出
場

は
、
狭
き
門
で
す
。「
夢
を
叶
え
る
た
め
に
も
、
た
く

さ
ん
の
レ
ー
ス
で
結
果
を
残
し
、
経
験
と
実
績
を
積

み
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。次
は
、
ア
ジ
ア
・
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
選
手
権
に
出
場
し
ま
す
。上
位
入
賞
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
」

オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー
サ
ー　

中
迫
申
吏
さ
ん

なかさこ・しんじ／駅前
／ 31歳／趣味：レース
用バイクのセッティング、
カラオケ、読書

Profile

（写真：加藤智充氏）
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矢岳高原から見た霧島連山

　「
矢
岳
高
原
か
ら
見
た
霧
島
連

山
が
絶
景
で
す
ね
」と
話
す
の
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
廣
澤
順
也

隊
員
で
す
。地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
都
市
部
か
ら
地
域
に
移
り
住

み
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

手
伝
い
を
行
い
ま
す
。廣
澤
隊
員

は
、
プ
ロ
ネ
イ
チ
ャ
ー
カ
メ
ラ
マ

ン
で
す
。
約
１
年
前
に
、
神
奈
川

県
か
ら
え
び
の
市
に
移
り
住
み
、

撮
影
し
た
写
真
を
活
用
し
、
え
び

の
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
「
え
び
の
市
内
で
、
い
ろ
い
ろ

な
風
景
写
真
を
撮
っ
て
き
ま
し
た

が
、
矢
岳
高
原
の
景
色
は
、
季
節

や
時
間
帯
に
よ
っ
て
変
化
す
る
様

子
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
て
撮
り

が
い
が
あ
り
ま
す
」と
廣
澤
隊
員
。

特
に
、
夜
明
け
か
ら
日
の
出
に
か

け
て
の
景
色
が
最
高
だ
そ
う
で
す
。

　
「
空
が
、夜
明
け
の
深
い
青
色
か

ら
、
太
陽
の
オ
レ
ン
ジ
色
に
徐
々

に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。霧
島
連

山
に
日
の
光
が
当
た
り
、
は
っ
き

り
と
見
え
て
く
る
様
子
は
、
言
葉

で
は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。こ
の
美

し
い
景
色
を
、
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ

一
度
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

【
え
び
の
の
魅
力
を
発
信
】

　

え
び
の
市
で
は
、
廣
澤
隊

員
の
撮
影
し
た
写
真
を
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
い
、
活
用

し
て
も
ら
う
た
め
の
サ
イ
ト

「
E
b
i
n
o
C
o
l
o
r
s（
え

び
の
カ
ラ
ー
ズ
）」
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
写
真
の
閲
覧
、
使
用
は

無
料
で
す
。皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
、

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.city.ebin

o.lg.jp
/

ebinocolors

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

●皮 から作る水ギョーザ

【紹介者】国際料理教室の皆さん

皮のモチモチとした食感が絶妙な一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.75

レシピ

【材料】
皮（ A ）：強力粉 250g、薄力粉 
250g、お湯 適量
具：ニラ 2束、むきエビ 200g、
豚ミンチ 150g、塩 少々、サラ
ダ油 大さじ1、しょう油 大さ
じ1、うま味調味料 大さじ1

【作り方】
① （ A ） を 混 ぜ 、 生 地 を つ く り 、 3 0 分 程 度 寝 か す 。
② ニ ラ を み じ ん 切 り 、 エ ビ を あ ら み じ ん に 切 る 。
③ ② と 豚 ミ ン チ を 混 ぜ 合 わ せ 、 塩 、 し ょ う 油 、 う
ま 味 調 味 料 、 サ ラ ダ 油 で 下 味 を つ け る 。
④ 生 地 で 皮 を 作 り 、 ③ を 包 む 。
⑤ 沸 騰 し た お 湯 で ④ を 5 分 程 度 ゆ で る 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
国

際
料
理
教
室
で
作
っ
た

「
水
ギ
ョ
ー
ザ
」で
す
。

　

ニ
ン
ニ
ク
を
効
か
せ
た
焼
ギ
ョ

ー
ザ
も
魅
力
的
で
す
が
、
水
ギ
ョ

ー
ザ
の
魅
力
は
、
皮
の
モ
チ
モ
チ

と
し
た
お
い
し
さ
で
す
。

　

水
ギ
ョ
ー
ザ
は
、
皮
の
モ
チ
モ

チ
と
し
た
食
感
と
、
エ
ビ
や
肉
汁

の
う
ま
味
が
絶
妙
に
混
ざ
り
合

い
、
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
皮
は
、

外
側
を
薄
く
、内
側
を
厚
く
作
り
、

具
を
包
む
時
に
は
、
口
を
し
っ
か

り
閉
じ
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
ギ
ョ
ー
ザ
を
ゆ
で
た
時

に
、皮
が
破
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

入
れ
る
具
材
を
変
え
る
こ
と

で
、
自
分
好
み
の
水
ギ
ョ
ー
ザ
を

作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

家
族
で
水
ギ
ョ
ー
ザ
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

QR コード

湧水町

�霧島山麓湧水町観光協会　☎0995-74-5690

「日本棚田百選 」ウォークin幸田重陽の節句と後のひな＆茶会

都城市

�旧後藤家商家交流資料館　☎0986-58-6900

●�開催日＝9月21日（日）　
●�場所＝湧水町幸田地区の棚田周辺
●�料金＝1,000円（小学生以上）
●�内容＝日本棚田百選に選定された幸田地区。原風景を
楽しみながら、約9㎞歩きます。

●�日時＝9月6日（土）～ 20日（土）午前10時～午後4時
※お茶会は、9月28日（日）午後3時～午後8時 料金 1,000
円（入館料込み）
●�場所＝旧後藤家商家交流資料館
●�入館料＝大人200円、小・中学生100円

【おわびと訂正】広報えびの 7 月号で、紹介者「上原田のひまわり会」
を「上上江コスモス会」としていました。おわびして、訂正します。

廣澤順也隊員（写真：西日本新聞社）
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私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
仕

事
を
選
ん
だ
の
は
、
東
日
本
大
震
災
を

機
に
「
食
」
の
安
全
性
へ
の
関
心
が
よ

り
一
層
高
ま
り
、『
食
卓
の
安
全
を
守

り
た
い
』
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た

か
ら
で
す
。
私
は
、
生
産
者
が
丹
精
込

め
て
作
っ
た
も
の
を
、
消
費
者
が
そ
の

価
値
を
理
解
し
て
買
う
、
生
産
者
と
消

費
者
の
想
い
を
繋
ぐ
シ
ス
テ
ム
を
、
生

産
者
と
連
携
し
て
作
り
あ
げ
、
地
域
活

性
化
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
10
月
、
東
原
田
で

　

日
本
人
の
高
血
圧
の
原
因
の
一
つ
に

塩
分
の
と
り
過
ぎ
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

最
近
は
、
肥
満（
特
に
内
臓
脂
肪
型
肥

満
）に
よ
る
高
血
圧
者
が
増
加
し
て
い

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
血
液
量
は
、
体
重
の
約

8
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
重
が
増

え
る
と
血
液
量
も
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
血
圧
と
は
心
臓
か
ら
全
身
に
、

血
液
を
送
る
た
め
の
圧
力
で
す
。
血
液

量
が
多
く
な
る
ほ
ど
、
末
端
の
細
胞
ま

で
血
液（
酸
素
や
栄
養
等
）を
届
け
る
た

農
薬
・
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に
野
菜
や

お
米
を
丹
精
込
め
て
作
っ
て
い
る
有
機

農
家
の
本
坊
さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

本
坊
さ
ん
の
野
菜
作
り
は
、
堆
肥

作
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。こ
の
堆
肥
は
、

農
薬
を
使
わ
ず
に
野
菜
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

本
坊
さ
ん
は
、
納
豆
菌
や
有
機
物
な

ど
を
独
自
の
配
合
で
堆
肥
と
混
ぜ
合
わ

せ
る
な
ど
、
質
の
良
い
堆
肥
を
作
る
た

め
に
、
日
々
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
本

坊
さ
ん
の
柔
軟
か
つ
向
上
心
を
持
ち
続

け
る
姿
勢
、
私
も
見
習
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
、
隊
員
と
有
志
複
数
名

で
、
食
と
農
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
市
民
団
体
を
立
ち
上
げ
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
活
動
で
出
会
う
多
く
の
人
、

そ
し
て
話
を
す
る
事
に
よ
り
深
ま
る
理

解
、
縮
ま
る
距
離
感
に
、
喜
び
や
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

文
：
白
井 

伸
和
隊
員

　

肥
満
か
ど
う
か
は
身
長
と
体
重
か
ら

肥
満
度
を
計
算
す
る
式【
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体

重（
㎏
）÷
身
長（
m
）÷
身
長（
m
） 

】で

計
算
し
ま
す
。
B
M
I
が
25
以
上
は
肥

満
と
判
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
か
ど
う
か

は
、
腹
囲（
へ
そ
周
り
）を
測
り
ま
す
。

男
性
85
㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上
で
内

臓
脂
肪
型
肥
満
と
判
定
し
ま
す
。

　

最
近
、
体
重
や
へ
そ
周
り
が
増
え
て

き
た
人
、
血
圧
は
大
丈
夫
で
す
か
。
血

圧
と
併
せ
て
体
重
の
管
理
も
大
切
で
す
。

文
：
中
原
栄
養
士

シ
ー
ン
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
暴
力
も
許

さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
自
分
も
相
手
も

大
切
に
す
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
も

ら
う
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
男
女
共
同
参
画
が
少
し

ず
つ
広
ま
り
、
男
女
の
表
現
が
変
化
し

て
き
て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
気
に
な
る
表
現
が
多
い
の
も
事

実
で
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ

け
、
メ
デ
ィ
ア
が
発
信
す
る
情
報
と
上

手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
文
：
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

地域おこし協力隊の活動紹介

地域おこし活動 いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  b u i l d i n g

な
ぜ
、
太
る
と
血
圧
が
上
が
る
の
？ 

血
圧
シ
リ
ー
ズ
③

食
と
農
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
に
貢
献

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

メ
デ
ィ
ア
の
情
報
と
上
手
に
付
き
合
お
う

独自の配合を重ねる堆肥小屋

　

私
た
ち
が
日
常
的
に
何
気
な
く
取
り

入
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら

の
情
報
。た
と
え
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
て

も
そ
の
内
容
は
構
成
・
演
出
・
編
集
さ
れ

た
も
の
で
、「
事
実
そ
の
も
の
」
で
は
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
伝
え
る
情
報
を

う
の
み
に
せ
ず
、
視
聴
者
・
読
者
自
身

が
評
価
し
、
取
捨
選
択
す
る
な
ど
し
て
、

情
報
を
活
用
す
る
能
力
（
メ
デ
ィ
ア
・

リ
テ
ラ
シ
ー
）
を
身
に
つ
け
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
か
ら
流
れ
る
情
報
の
中
に

は
「
女
は
こ
う
あ
る
も
の
」、「
男
は
こ

う
あ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
、
固
定
的
な

性
別
役
割
を
肯
定
す
る
価
値
観
が
少
な

か
ら
ず
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は
、
市
内

中
学
生
を
対
象
に
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
ア
ニ
メ
を
観
て
、
男
女

の
服
装
や
表
情
の
違
い
を
読
み
解
く

と
と
も
に
、
ア
ニ
メ
に
描
か
れ
る
暴
力

め
に
、
よ
り
高
い
圧
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
肥
満
に
よ
っ
て
血
液

量
が
増
え
る
と
、
高
血
圧
に
な
り
や
す

く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

心
臓
に
も
負
担
が
か
か
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
肥
満
の
中
で
も
内
臓
に
脂

肪
が
付
い
た
内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
人
は

そ
の
脂
肪
細
胞
か
ら
、
血
圧
を
上
げ
や

す
く
す
る
物
質
が
出
ま
す
。
そ
の
た
め
、

よ
り
血
圧
は
上
が
り
や
す
い
状
態
と
な

り
ま
す
。

悪質商法に注意を！

災害時は早めの避難を

災害にはさまざまな種類があります。夏に多い災
害は、梅雨時期の長雨が原因で起こる土砂災害、

台風や激しい雨による風水害、洪水等です。これら
の災害は、テレビ、ラジオ、新聞、インターネット
等で情報を入手できます。これらの情報をどう受け
取り、どう行動するかが一番大切です。
　注意報や警報が出てから外で作業をしてけがをす
る人や外の様子を見に行き、行方不明になる人がよ
く見られます。注意報等が出てから、災害対策の
作業等をすることはかえって危険です。日ごろか
ら、災害対策を取り、注意報等が出た際は外出を控え、
早めに避難をするなど、災害から身を守りましょう。

え び の 市 内 の 高 齢 者 宅 で 「 布 団 を 無 料 で 洗
濯 し ま す 」な ど と 言 い 、最 終 的 に は 、高 額 な

布 団 を 強 制 的 に 買 わ せ る と い う 悪 質 商 法 が 発 生
し て い ま す 。
　 書 面 で 契 約 を し て い な い 場 合 は 、ク ー リ ン グ
オ フ 期 間 に 関 わ ら ず 返 金 請 求 が で き ま す 。購 入
し て し ま っ た と い う 人 は 、警 察 や 消 費 生 活 セ ン
タ ー に 相 談 し ま し ょ う 。

【 悪 質 商 法 の 被 害 あ わ な い た め の ポ イ ン ト 】
う … う ま い 話 を 信 用 し な い 。
そ … 相 談 す る
つ … つ ら れ て 返 事 を し な い 、す ぐ に 契 約 し な い
き … き っ ぱ り 、は っ き り 、断 る

7月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 7件
救 急 76件 年 計 508件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件
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お 知 ら せ

ゆ
っ
く
り
と

白
鳥
　
西
　
孝
一

こ
れ
ま
で
の
自
分
を

ふ
り
返
っ
て
　
み
つ
め
て
み
れ
ば

何
事
に
も
忙
し
く

あ
わ
た
だ
し
く
　
荒
削
り
に

生
き
て
来
た
よ
う
に
思
え
る

も
う
そ
ろ
そ
ろ

ぬ
る
い
温
泉
に
浸
る
気
持
ち
で

ゆ
っ
く
り
を
基
本
に

牛
歩
の
よ
う
な
気
分
と
動
作
で
生
き
て

や
が
て

老
い
て
い
く
の
も
い
い
で
す
ね

ボ
ー
フ
ラ
と
見
ま
が
う
程
の
姿
し
て

浮
き
草
の
根
に
メ
ダ
カ
生
ま
る
る

栗
下
　
中
野
桂
子

八
月
は
暦
の
上
で
は
立
秋
・
処
暑
と
あ
る
が
、
今
年

は
酷
暑
の
日
が
続
く
よ
う
で
あ
る
。そ
の
中
に
あ
っ

て
一
陣
の
涼
と
言
う
か
水
槽
の
浮
き
草
に
メ
ダ
カ
の

幼
魚
を
見
つ
け
小
さ
な
命
に
驚
い
て
い
る
作
者
。メ

ダ
カ
も
魚
の
内
と
言
わ
れ
て
い
る
。自
然
界
の
中
に

関
心
と
感
動
を
持
つ
事
が
大
切
だ
と
思
う
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌合

掌
し
祈
り
八
月
終
わ
り
け
り

　
　
白
鳥
　
中
堀
ふ
じ
子

八
月
は
広
島
原
爆
の
日
、
長
崎
、
終
戦
記
念
日
と
平

和
を
祈
る
行
事
が
続
き
ま
す
。戦
後
生
ま
れ
の
私
も

還
暦
を
と
う
に
越
え
ま
し
た
。こ
の
間
日
本
が
戦
に

よ
り
一
人
の
人
を
殺
さ
ず
、
ま
た
、
一
人
の
戦
死
者

も
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
、
憲
法
解
釈
の
見
直

し
集
団
的
自
衛
権
な
ど
、
こ
の
国
の
行
く
先
が
心
配

で
す
。例
年
に
も
増
し
て
平
和
へ
の
祈
り
を
念
じ
て

止
み
ま
せ
ん
。（
自
註
）

俳
句詩

プロイスラーの物語に共
通しているのは、想像

の世界にぐいぐいと引き込ま
れていくこと。小人ヘルベの
冒険のもうひとつの魅力は、
物語に登場する美味しそうな
食べものたち。そして、この
物語の挿絵は、プロイスラー
自身が描いています。森の晩
夏のような味のする”森の小人
パン”きっと食べてみたくなり
ますよ。さあ、小人ヘルベと
一緒に冒険へ出かけましょう。

小人ヘルベのぼうけん

プロイスラー／著
（偕成社）

宮崎は「神話の国」といわ
れますが、皆さんは「古

事記」をご存知でしょうか。
　口述をもとに編まれた「古
事記」を、声に出して読むこ
とで、言葉の力、一音一音の
大切さを自分のからだで感じ
ることができます。
　著者の齋藤孝氏の「声に出
して読みたい日本語」は、ベス
トセラーになり、日本語ブー
ムを呼びました。この本を声
に出して読んでみませんか。

声に出して読みたい古事記

齋藤 孝／著
（草思社）

1 月 図書館休館日
3 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
6 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
7 日 映写会 10：30 ～　　　
8 月 図書館休館日
9 火 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

10 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
12 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
13 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
15 月 映写会 10：30 ～　　　
16 火 図書館休館日
17 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
20 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
22 月 図書館休館日
24 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05

図書館休館日（館内整理日）
26 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35

喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
パンの販売（菜の花食堂） 10：00 ～ 11：00

27 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
29 月 図書館休館日

◎9月のスケジュール

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「子や孫に贈る童話100」　牧野節子 著　青弓社
○「脱！スマホのトラブル」　佐藤佳弘 著　武蔵野大学出版会
○「東京へでかけよう」　昭文社
○「しない生活」　小池龍之介 著　幻冬舎
○「風を待つ日」　木村 嵐 著　中央公論新社

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

映写会
【子ども映写会】
●日時＝9月7日（日）10：30 ～
●内容＝もも太郎・そんごくう・青いとり

【敬老の日特別映写会】
●日時＝9月15日（日）10：30 ～
●内容＝99歳の詩人 柴田トヨ～心を救う言葉～

図書館を使った調べる学習コンクール
　市民図書館や学校図書館を使って調べ、まとめた作
品を募集します。詳しくは、図書館まで。

えびの市国際交流センターの
指定管理者を募集します

　市では、平成27年4月からのえびの市国際交流センター
の指定管理者を募集します。

【指定管理期間】平成27年4月1日～平成29年3月31日
【応募資格】次の要件を満たす法人、その他の団体

①地方自治法施行令第167条の4の規程（一般競争入札の
参加者の資格）に該当しないこと
②えびの市および他の自治体から指名停止措置を受けて
いないこと
③市税等を滞納していないこと
④会社更生法、民事再生法等に基づく再生または再生手続
を行っていないこと
⑤団体の役員に破産者、法律行為を伴う能力を有しない人
または禁錮以上の刑に処せられている人がいないこと
⑥団体の役員または経営に事実上参加している人に、暴力
団員による不当な行為の防止等に関する法律第2条第2号
に規定する暴力団の関係者またはその関係者と密接な関
係を有する人がいないこと

【受付期間】8月25日（月）～ 9月22日（月）
【募集要項等】募集要項および仕様書は、市ホームページ
（ http://www.city.ebino.lg.jp）からダウンロードできます。

窓口での配布は、8月25日（月）～ 9月22日（月）です。
　内容等の詳細については、えびの市国際交流センター指
定管理者募集要項で確認するか、市民協働課へ問い合わ
せください。
問市民協働課市民協働係
☎35-1111（内線352・353）

結核検診（飯野地区）を行います

　今年度の結核検診（飯野地区）を実施します。
【対象者】65 歳以上の全市民で、対象者には実施通知書

を送付します。ただし①～④に該当する人で市役所に申
し出をしている人には実施通知書は送付していません。
①職場で受診する人
②入院中や病気治療中または歩行困難で受診できない人
③最近 3 か月以内に病院等で胸部レントゲンを受診し
た人
④肺がん検診を受診した人や市の人間ドックに申し込み

をしている人
※実施通知書が届いた人で①～④に該当する人は、市健
康保険課市民健康係まで連絡ください。

期　日 会　場 時　間

9 月 9 日（火）

堀浦多目的集会施設   9：30 ～ 10：00
上大河平 鍋倉公民館 10：20 ～ 10：40
大河平小学校 11：00 ～ 11：30
下大河平公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 12 日（金）
東原田公民館   9：30 ～  10：40
旧川原教職員住宅 11：00 ～ 11：30
杉水流公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 17 日（水）

飯野地区コミュニティセンター   9：00 ～ 10：50
田ノ上運動場 11：10 ～ 11：30
今西公民館 13：20 ～ 13：50
池島公民館 14：10 ～ 14：50
上江地区体育館 15：10 ～ 15：30

9 月 18 日（木）

前田公民館 09：30 ～ 10：30
坂元公民館 10：50 ～ 11：30
苧畑コミュニティセンター 13：20 ～ 14：00
高野畜産管理センター 14：30 ～ 14：50

9 月 19 日（金）
飯野駅前地区体育館   9：00 ～ 11：30
南原田妙見活性化センター 13：20 ～ 13：50
南原田 大迫 宮原畩雄様宅 14：10 ～ 14：40

9 月 24 日（水）

山内公民館   9：30 ～ 10：10
えびの福祉作業所 10：30 ～ 11：30
上上江公民館 13：20 ～ 14：10
中上江公民館 14：30 ～ 15：00

9 月 26 日（金）

白鳥地区公民館   9：30 ～ 10：30
末永公民館 10：50 ～ 11：30
田代公民館 13：20 ～ 14：00
出水公民館 14：30 ～ 15：00

9 月 29 日（月）
飯野地区コミュニティセンター   9：30 ～ 10：30
南原田公民館 11：00 ～ 11：30
飯野駅前地区体育館 13：20 ～ 14：40

問市健康保険課市民健康係
☎35-1111（内線275）

パートタイム労働法が
改正されました

　パートタイム労働者の公正な待遇を確保し、納得して働
くことができるよう、パートタイム労働法が変わります。

【改正点】
・正社員と差別的取扱いが禁止されるパートタイム労働者
の対象範囲の拡大
・「短時間労働者の待遇の原則」の新設
・パートタイム労働者を雇い入れたときの事業主による説
明義務の新設 など
問宮崎労働局雇用均等室　
☎0985-38-8827
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今 月から、広 報 紙を つくることに なりました 。取 材 で
は、たくさん の人と話 が で き、楽しさを 感じ て いま

す。これ から、皆 さん にもっと読 みたいと思ってもらえる
ような広 報 紙をつくっていきたいです。（ 平 松 ）

オ ートバイレ ーサー の 中 迫さん の 取 材 に 行 ってきま
した 。中 迫 さん の ライダースーツ 姿 は か っこよく、

見とれてしまいました 。（ 川 野）

人　口 20,097人（－12人）

男性／ 9,395人（－11人）　女性／ 10,702人（－1人）

転入／ 53人　転出／ 43人
出生／ 16人　死亡／ 38人

世帯数 8,939世帯（－6世帯）
（平成26年8月1日現在）

E
d
ito

r's

【内容】太鼓橋・農業用水路の見学、里芋収穫体験、森林保
全活動体験、木製プランター作り、水を育む森の大切さを
学ぶ講話など
※当日は帽子、動きやすい服装、タオル、飲み物などを準
備してください。

【参加料】2,000円（資料代・昼食代・保険代含む）
【申込期限】9月10日（水）

申・問市農林整備課林務係
☎35-1111（内線229）
申・問えびの森林づくりサポーター事務局
Eメール:forest@ebino-style.miyazaki.jp

「豊かな森林づくり活動」
ボランティア募集

　特定非営利活動法人NPOえびのでは、次世代に健全な
森を継承するために下草刈の環境活動をしてもらうボラン
ティアを募集しています。　

【開催日】9月28日（日）
【時間】午前9時～午後1時 受付：午前9時～午前9時30分
【募集定員】80人（先着順）
【集合場所】市役所本庁駐車場
【活動場所】えびの市大字東川北（加久藤ループ橋近く）

※マイクロバスで現地に移動します。
【申込期限】9月19日（金）
【その他】当日は、作業のできる服装・軍手・雨具・おにぎり

等を準備してください。
※山くわ・昼食（おかず）は主催者で準備します。
※1日保険に加入します。
申・問市農林整備課林務係
☎35-1111（内線229）
申・問NPOえびの
☎33-2177

子育て世帯臨時特例給付金の
申請期限が迫っています

　市では、現在、子育て世帯臨時特例給付金の申請受付
を行っています。申請がまだ済んでいない人は、申請期限
までに手続きを行ってください。

【給付対象者】平成26年1月1日時点で、えびの市に住民登
録があり、平成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）の
受給者であって、その平成25年の所得が児童手当の所得制
限額に満たない人。ただし、臨時福祉給付金の対象者およ
び生活保護制度の被保護者などは対象になりません。
　なお、現在えびの市に住んでいる人で、平成26年1月1日
時点において、えびの市に住民登録がない人は、住民登録
がある市区町村に申請方法などを問い合わせください。

【給付額】対象児童１人につき１万円
【申請期限】9月2日（火）午後5時（※期限厳守）

※郵送による申請の場合は、9月2日（火）消印有効
【申請会場】市役所本庁 別棟2-4会議室
【その他】申請書を審査後、給付要件を満たしている対象

者には、支給決定通知書を送付します（非該当者には、そ
の理由を文書で通知します）。
　指定口座への振り込みは、申請書の内容を審査後、お
おむね4週間後となります。
問市福祉事務所子育て支援係
☎35-1111（内線267・269）

臨時福祉給付金の申請期限は
10月1日までです

　市では、現在、臨時福祉給付金の申請受付を行っていま
す。申請がまだ済んでいない人は、申請期限までに手続き
を行ってください。

【支給対象者】平成26年1月1日時点でえびの市に住民登録

があり、市町村民税（均等割）が課税されていない人。ただ
し、市町村民税が課税されている人の扶養親族、生活保護
制度の被保護者となっている場合は対象になりません。

【給付額】 給付対象者１人につき１万円 
※対象者で、老人基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、
児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者に該当する人
は5千円が加算されます。

【申請期限】10月1日 （水）※早めの申請をお願いします。
【申請会場】市役所本庁 別棟2-4会議室
【その他】申請書を審査後、給付要件を満たしている対象

者には、支給決定通知書を送付します（非該当者には、そ
の理由を文書で通知します）。
　指定口座への振り込みは、申請書の内容を審査後、お
おむね4週間後となります。
※広報えびの5月号等で、10月1日までの申請期限を9月30
日としていました。おわびして訂正します。
問市臨時福祉給付金業務室
☎35-1111（内線424・425・426）

えびの市がね自慢コンテスト
参加者（出店者）募集

　えびの市がね自慢コンテスト実行委員会では、10月5日
（日）に道の駅えびので開催するえびの市がね自慢コンテス

トの出店者を募集しています。
【コンテスト開催日】10月5日（日）
【開催場所】道の駅えびの
【募集対象者】市民、市内飲食店、市内で活動している団

体等（個人法人問いません）
【募集店数】10店舗（先着順）
【出店内容】がねの調理・販売
【出店料】3,000円
【申込締切】9月8日（月）

【申込方法】以下の問い合わせ先に電話で申し込む。
申・問えびの市がね自慢コンテスト実行委員会事務局
☎35-3838
問市企画課政策係
☎35-1111（内線322）

ふるって参加ください
「ミニテニス教室」

【開催期間】10月6日～ 11月24日（毎週月曜日 全8回）
【開催時間】午後8時～午後9時30分
【開催場所】飯野駅前地区体育館
【募集者数】20人程度
【対象】18歳以上の人
【指導者】えびの市ミニテニス協会指導部
【用具等】ラケットの無い人は、主催者側で準備します。運

動のできる服装と体育館シューズは準備してください。
【参加料】2,000円（スポーツ保険料含む）
【申込方法】市文化センター（社会教育課市民体育係）で

直接申し込むか、電話またはファックスで申し込みください。
【申込締切】10月6日（月）
問市社会教育課（文化センター内）市民体育係
☎35-2268　FAX 35-2908

森と水と農業の関わりを
学びませんか

　えびの森林づくりサポーター事務局では、「森と農のある
暮らし体験プログラム」を行います。

【開催日】9月14日（日）※荒天の場合は中止
【時間】午前10時～午後4時30分 受付：午前9時30分
【集合場所】市役所本庁駐車場　
【募集定員】80人（先着順）

今月の納税◎ 今月の 表 紙
7 月13 日、池 島 地 区 の 水 辺 の 楽 校
で 行 わ れ た「 えび の市 消 防 操 法 大
会 」。

国民健康保険税 第2期　介護保険料 第3期
後期高齢者医療保険料 第2期
9月1日（月）までに納めましょう。
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写真：硫黄山から見た韓国岳（撮影：平成24年9月1日）

自然のままの河川や湖が点在するえびの高原は、トンボなど水
辺を必要とする生物にとって貴重な生息地となっています。

韓国岳爆裂火口 韓国岳北西部にある直径約 500m の半円状
の火口。約 7,300 年前以降に水蒸気噴火に
よって生じたものと考えられている。


